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　地域防災の要として、重要な役
割を担う消防団。消火活動や防火・
防災の啓発など、地域の安心安全
を守るために活動しています。
　現在、伊佐市には 17 分団に
385 人（平成 29 年 10 月 1 日現在）

伊佐市消防団長
中越　勇さん

女性消防団  班長
春口　章子さん

私たちのまちは
私たちが守る

　私たちの活動で、市民
の皆さまの防災への意識
が高まり、尊い命、平穏
な日常生活を少しでも守
るお手伝いができれば幸
いです。
　女性ならではの視点で、
幼いお子様から、一人暮
らしの高齢者まで、お役
にたてればと思い活動し
ています。

　女性にも男性に無い視点で
活躍してもらいたいとの思い
で結成しました。
　女性消防団の重要な活動と
しては、民生委員と連携した
一人暮らしの高齢者宅への訪
問活動がありますが、男性団
員よりも気軽に話せると喜ば
れており、高齢者の防火・防
災への意識高揚につながって
います。

の消防団員が在籍しており、その
内 14 人が女性です。平成 26 年
10 月に結成された女性消防団は、
一人暮らしの高齢者宅への防火訪
問活動や防火啓発活動などを行っ
ています。年齢は 20 ～ 50 代と

幅広く、職業は介護士・看護師・
主婦・市職員などさまざまです。
　自分や家族、地域のためにぜひ
一緒に活動しましょう。

（全国女性消防操法大会　要員７人）

女性消防団
伊　佐　市
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期間  11 月９日（木）～ 15 日（水）

女性ならではの視点を
地域の防災活動に生か
してみませんか。

団員募集 男性団員も募集中！

活動の記録

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

◆ 家の周りに燃えやすいものを置かない
◆ 寝タバコやタバコの投げ捨てはしない
◆ 調理するときはその場を離れない
◆ 風の強いときはたき火をしない
◆ 子どもにはマッチやライターで遊ばせない
◆ 電気器具は正しく使い、タコ足配線はしない
◆ ストーブには燃えやすいものを近づけない

火の用心 ７つのポイント

■防火セレモニー
　日時　11 月９日（木）
　　　　10 時～ 11 時
　会場　大口ふれあいセンター
　　　　前広場

秋季全国火災予防運動

　毎月 3 回、民生委員の方々にご協力
いただいて一人暮らしの高齢者宅を訪問
し、防火の呼び掛けをしています。

　防火クラブの幼児たちと一緒に街中を
歩き、防火を啓発する「防火パレード」
の様子です。毎年 11 月に開催されます。

　1 月に行われる出初式では、消防団の
行進や式典での賞状授与のお手伝いをし
ます。

　毎月 16 日に定例会を開き、今後の活
動計画などを話し合います。

　秋田県で開催された全国女性消防操法
大会に、県代表として初出場！結果は悔
しくも全国 26 位でした。

　春と秋の火災予防運動では女性消防団
の広報車で市内を巡り、防火の呼び掛け
をしています。

　秋も深まり、芸術・スポーツ・読書・食欲の秋などと言われて
いますが、「防火の秋」もお忘れなく。空気が乾燥し、火災の発
生するおそれが非常に高まります。そこで、女性消防団が高齢者
宅への防火訪問活動で配布している「火の用心 7 つのポイント」
をご紹介！今一度、家の防火対策について見直してみましょう。

応募資格　1 伊佐市内に在住または通勤している人
　　　　　2 18 歳以上（高校生は除く）
　　　　　3 健康で防災やボランティア活動に興味のある人

■防火パレード　　
　大口ふれあいセンター前を10時
　30 分頃に出発予定
　※雨天時は中止します。
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参加料　無料
　　海潮忌
　伊佐市出身の直木賞
作家、海音寺潮五郎氏
は昭和 52 年 12 月 1 日、
76 歳で逝去。その遺
徳を偲び偉業を顕彰す
る式典。

　郷土が生んだ偉大な歴史小説家「海音寺潮五郎」没後 40 年を記念して次のような記念事業を実施します。
ぜひ皆さんもこの機会に「海音寺文学」の魅力に触れてみませんか。

平成 28 年の海潮忌・文学フェスティバルの様子

　　 文学フェスティバル
　海音寺潮五郎記念第 17 回「銀
杏文芸賞」および「読書感想文・
感想画コンクール」の表彰式、銀
杏文芸賞選者である歌人伊藤一彦
先生・詩人岡田哲也先生・歌人宮
原望子先生による鼎

て い

談。

問い合わせ先　社会教育課文化財係　☎㉖１５５４

　海音寺潮五郎氏を広く紹介するために
記録写真を展示します。
期　間　11 月 22 日（水）～ 26 日（日）
場　所　大口ふれあいセンター 1 階

　小説『二本の銀杏』の主人公のモデル
となった堀之内良眼房の遺品展示会
期　間　11 月 30 日（木）まで
場　所　大口歴史民俗鉄道記念資料館
　　　　（大口ふれあいセンター 4 階）
入館料　無料

日　時　11 月 25 日（土）14 時開演
場　所　伊佐市文化会館大ホール
入場料　無料

海音寺潮五郎記念
「海潮忌・文学フェスティバル」

◎銀杏文芸賞入賞者の作品集を販売
　定　　価　１冊 300 円（限定 100 冊）
　販売場所　授賞式会場で 11 月 26 日のみ   

　最優秀賞   緑のボタン   内藤  賢司（福岡県八女市）

　優秀賞
  蜜柑剪定   中村  和博（熊本県水俣市）

  配達   齊藤  敏也（秋田県秋田市）

　佳作

  故郷の空   葛岡  昭男（千葉県流山市）

  鶴日和   吉野  佳子（熊本県八代市）

  空を見て   竹下  侑里子（熊本県熊本市）

  夕立   田口  涼子（鹿児島県鹿児島市）

　海音寺賞 該当者なし

　最優秀賞   供する   児島  裕美（鹿児島県伊佐市）

　優秀賞
  帰巣   佐野  ふみ子（鹿児島県鹿児島市）

  赤とんぼ   水町  登代子（熊本県菊池郡菊陽町）

　佳作

  火の玉   小田  茂（鹿児島県伊佐市）

  古傷   伊地知  順一（鹿児島県姶良市）

  正子の成人式   田代  伊津子（鹿児島県伊佐市）
  リハビリの
  歩キメデス   清水  りえ（鹿児島県伊佐市）

　海音寺賞   陽炎の向こうに   髙橋  裕之（鹿児島県伊佐市）

第 17 回「銀杏文芸賞」入賞者

エッセイ部門

短歌部門 題名

題名

氏名（住所）

氏名（住所）

40海音寺潮五郎没後　　年記念事業

加来耕三  文化講演会

堀之内良眼房の遺品展示会

海音寺潮五郎  展示会

日　時　11 月 26 日（日）12 時 30 分～

場　所　大口ふれあいセンター３階
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　地域における人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」、人・農地プラン（平成 25
年 3 月作成・以後、毎年更新）をさらに見直すための検討会を開催します。農業者の皆さんは
ご参加ください。

○農地中間管理事業・収入保険制度・米政策の説明も行います。
○人・農地プランに基づき、今後、地域の中心となる経営体（担い手）となることを新たに希望す
　る人は、11 月 15 日（水）までにご連絡ください。 

プラン作成地区 期　日 時　間 会　場

 山野 11 月 21 日（火） 10：00 ～ 11：00   山野基幹集落センター  ホール

 平出水 11 月 21 日（火） 13：30 ～ 14：30   平出水いなほ館

  牛尾 11 月 28 日（火） 10：00 ～ 11：00   大口温泉高熊荘  大広間

大口東 11 月 28 日（火） 13：30 ～ 14：30   大口東青少年センター

 大口 11 月 30 日（木） 10：00 ～ 11：00   大口ふれあいセンター  ３階多目的ホール

 羽月 12 月    １日（金） 10：00 ～ 11：00   羽月校区公民館  ホール

 羽月西 12 月    ５日（火） 10：00 ～ 11：00   羽月西青少年センター

 曽木 12 月    ５日（火） 13：30 ～ 14：30   西太良地区コミュニティセンター  ホール

 針持 12 月    ７日（木） 10：00 ～ 11：00   針持青少年センター

 田中 12 月    ７日（木） 13：30 ～ 14：30   田中校区集会施設  多目的ホール

 湯之尾 12 月 12 日（火） 10：00 ～ 11：00   湯之尾校区公民館  大和室

 菱刈 12 月 12 日（火） 13：30 ～ 14：30   菱刈環境改善センター  ２階会議室

 本城・南永 12 月 14 日（木） 10：00 ～ 11：00   本城校区集会施設  研修室

連絡・問い合わせ先　農政課農政第２係　☎㉓１３１１

人・農地プラン検討会

農業に関するお知らせ

※生産者自らが実需者の情報を収集し、需要に応じた生産をすることが大切です。

主食用米・非主食用米・園芸作物・飼料作物等
バランスのとれた作付が必要です。

○水田活用の直接支払交付金（WCS 用稲やイタリアン、大豆など、
　転作に対する交付金）による支援

問い合わせ先　伊佐市農業再生協議会（農政課農政第１係）　☎㉓１３１１

○生産者・団体が中心となり需要に応じた生産に取り組む
○米の直接支払交付金（7,500 円 /10a）の廃止

変更する点

継続する点

平成 30 年度から米政策が見直されます

農家の皆さまへ
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　農業者年金は、農業者がより良い老後の生活を過ごすことができるように国民年金に上乗せ
した公的年金制度です。国民年金の第１号被保険者で、年間 60 日以上農業に従事する 60 歳
未満の人であれば誰でも加入できる積立年金です。より安定した老後のため、ぜひ加入される
ようお勧めします。

 ・経営移譲年金
　本人名義または借入した農地を後継
　者や第三者に譲渡、貸付して農業経
　営から引退した場合に受給できます。
 ・農業者老齢年金
　農業経営から引退しない場合、65歳
　から受給できます。

【 

旧
制
度 

】

【 

新
制
度 

】

農業者年金を受給するには

1 少子高齢化社会に強い年金
　自分が納めた保険料とその運用収入を基に年金額
　が決まる積立方式の年金です。
2 保険料の額は自由
　自分が必要とする年金額に応じて、月額 20,000
　円から 67,000 円までの千円単位で自由に選択で
　きます。農業経営の状況や老後設計に応じて、い
　つでも見直すことができます。
3 終身年金で 80 歳までの保証付き
　年金は生涯支給されます。仮に加入者・受給者が
　80 歳前に亡くなった場合でも、80 歳までに受け
　取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に
　相当する額が、死亡一時金として遺族（一定要件
　を満たした者）に支給されます。
4 公的年金ならではの税制上の優遇措置あり
　支払った保険料全額が社会保険料控除の対象とな
　り、所得税・住民税の節税につながります。
5 保険料の国庫補助制度あり
　認定農業者で青色申告をしている等、農業の担い
　手となる人には、国から月額最高 10,000 円の保
　険料補助があります（年齢・所得制限あり）。

農業者年金のメリット

問い合わせ先　伊佐市農業委員会　☎㉖１５７１

　伊佐米の食味とブランド力向上のために

測定対象　市内で生産されたお米
　　　　　※自家生産したものに限る。
測定方法　計測するお米（玄米：１検体１合以上）を農政課
　　　　　（菱刈庁舎）に持参し、申込書にご記入ください。
　　　　　※計測するお米が少ないと測定できません。
そ の 他　測定した結果は、食味向上や伊佐ブランド化のた
　　　　　めに市で分析・活用します。

問い合わせ先　農政課農政第１係　☎㉓１３１１

11 月 11 日（土）・12日（日）の
伊佐ふるさとまつり会場
（菱刈農村公園）でも

測定できます。

米食味分析計 で 無料測定

農業者年金制度
（担い手積立年金）

農業に従事する人なら広く加入できます

 ・特例付加年金
　新制度の保険料の国庫補助（政策支
　援）を受けていた人が保有している
　農地や農業施設を後継者や第三者に
　譲渡、貸付して農業経営から引退し
　た場合に受給できます。
 ・農業者老齢年金
　新制度の保険料を納めた人が 65 歳
　から受給できます。60 歳からの繰
　上げ請求も可能です。

１：水分値 ％
％
％

点

２：タンパク値

測定項目

４：脂肪酸度（参考値）
５：食味スコア

３：アミロース値（参考値）
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December
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ティーンズ　アート　フェスティバル

劇団フリーダム「会わせ鏡」

チームちむどん　現代版組踊

鬼武蔵～ TADAMOTO  忠元

　大口子ども劇場の中学・高校生による “劇団フリー
ダム” が脚本づくりから出演まで行う創作劇。

　　　　　昼夜 2 回公演　13 時／ 18 時
会　　場　伊佐市文化会館大ホール
入 場 料　前売一般 2,000 円、小中高生 1,500 円
　　　　　※全席指定、当日券は各 500 円増
　　　　　※３歳以下入場不可（託児あり）
問い合わせ先　実行委員会事務局

☎０８０・２７９６・８５８０
メール：13chimudon@gmail.com

　市内の小・中・高校生有志による “チームちむどん”
出演の歌と踊りによる現代版組踊。伊佐の偉人「新
納忠元」の生き様をベースに、彼のその情熱と志を
学び、演じる舞台。

舞台に挑む伊佐の青少年 11・12 月 連続公演 !!

会　　場　伊佐市文化会館大ホール
入 場 料　前売 1,500 円（当日 2,000 円）
※小学生未満入場不可（託児あり 300 円）
出　　演　福元深悟（高２）
　　　　　前田奈月（中２）
　　　　　藺牟田渚杏子（中１）
　　　　　木之下彩風（中１）
　　　　　前田雪菜（中１）
美術協力　森田莉野（中３）
監　　修　松本則子（人形劇団クラルテ）
問い合わせ先　大口子ども劇場　☎㉒２５１２

日　　時　11 月 19 日（日）　17 時開演

期　　日　12 月 24 日（日）

鏡の中で出会っ
た 3 人の『親友』
をめぐる物語

STORY
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11 月は「労働保険適用促進強化月間」
　労働者を一人でも雇っていれば、事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）の加入手続きを行い、
労働保険料を納付しなければならないことが法律で義務付けられています。
　労災保険は、勤務・通勤による負傷、病気、障がい、死亡などに対して必要な給付を行うものです。
　雇用保険は、労働者が失業した場合などに労働者の生活や雇用の安定
を図り、再就職を促進するために必要な給付を行うものです。
問い合わせ先　ハローワーク大口　　　☎㉒８６０９
　　　　　　　加治木労働基準監督署　☎０９９５・６３・２０３５

　　平成 30 年度から　
農地・山林に関する
固定資産税の土地評価が変わります

～公平・公正な課税になるよう市内の農地（田・畑）・山林の評価を見直します～

農地（田・畑）の評価

　農地とは、耕作に利用される土地をいいます。耕
作とは、土地に労資を加え、肥培管理を行って農作
物を栽培することをいいます。また肥培管理とは、
耕うん、整地、播種、かんがい、排水、施肥、農薬
散布、除草を行うことをいいます。
　固定資産の土地評価は、「耕作が行われているか」
が、農地と認定するための重要な判断基準です。耕
作が行われていれば、原則として農地に該当し、「田」
または「畑」と認定します。
　農地は「一般農地」と「市街化区域農地（伊佐市
での適用はなし）」に区分され、それぞれ評価およ
び課税について、異なる仕組みとなっています。
～評価の方法～
　一般農地は、農地転用許可を受けた農地を除いた
ものです。状況類似地
区の区分をして、それ
ぞれの状況類似地区に
標準地を選定し、評価
を見直します。

山林の評価

　山林とは、「竹木が生育する土地で、耕
作が行われていない土地」をいいます。山
林には平林地も含まれます。また、樹木の
種類も、杉・ヒノキ等の用材林であるか、
雑木林であるかに関わらず「山林」として
認定します。
　例外として、果樹（柿、栗等）を栽培し
ている土地は、「畑」と認定します。また、
手を加えないで、全体にかん木類（つつじ
等の低木）のみが生育している土地は、「原
野」として取り扱います。
～評価の方法～
　状況類似地区の区分をし、それぞれの状
況類似地区に標準地を選定し、評価を見直
します。

　農地や山林をお持ちの皆さんに関わりのある変更となります。そこで、農地・山林の評価とはなに
か、今回の評価替えでどう見直すのかを、掲載します。

問い合わせ先　税務課固定資産税係　☎㉓１３１１

評価の見直しによる評価額への影響

　評価の見直しにより、農地または山林の評価額が増減することがあります。

　
　
　

　　
　　公平

に評
価
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行政からのお知らせ

　女性をめぐるさまざまな人権問
題の解決を図るために、全国一斉

「女性の人権ホットライン」強化
週間を実施します。
　相談内容は問いません。相談には法務局職員ま
たは人権擁護委員が応じ、秘密は厳守されます。
期　　間　11 月 13 日（月）～ 19 日（日）
時　　間　平日　8 時 30 分～ 19 時
　　　　　土日　10 時～ 17 時
電話番号　鹿児島地方法務局  全国共通ダイヤル

☎０５７０・０７０・８１０
※ＩＰ電話からは接続できません。
問い合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課

☎０９９・２５９・０６８４

全国一斉　強化週間

女性の人権ホットライン

　池島　節子さん
　（推薦者：菱刈校区コミュニティ協議会）

　鶴丸　美智男さん
　（推薦者：大口校区コミュニティ協議会）

　松下　竹二郎さん
　（推薦者：本城校区コミュニティ協議会）

皆さんおめでとうございます

平成 29 年度　伊佐市

社会教育功労者表彰

　南　久憲さん
　（推薦者：伊佐市体育協会）

　古里　秀人さん
　（推薦者：山野小学校）

　11 月 12 日～ 25 日は、内閣府が主唱する運動月間です。
ドメステックバイオレンス（ＤＶ）の背景には、男女の経済
力格差や社会的地位など不平等な関係からくる差別意識が潜
在していると考えられており、ＤＶやストーカー事件はあと
を絶ちません。
　最近は若い世代を対象にしたＪＫビジネスと言われるモデ
ルやアルバイトの募集、アダルトビデ
オ出演強要など、悪質なスカウトや危
険な勧誘が増加しています。しつこい
勧誘などでトラブルに遭った時は、す
ぐに警察へ相談してください。

運動週間にあわせた取組み

パープルリボン運動　～ひとりで悩まないで～

　女性弁護士が電話と面接で相談に応じます
（予約優先）。

日　時　11 月 24 日（金）10 時～ 16 時
場　所　鹿児島県男女共同参画センター相談室
　　　　（鹿児島県民交流センター内）
予約・問い合わせ先
☎０９９・２２１・６６３０
※９時～ 17 時（休館：月曜日）

女性に対する暴力をなくす運動

問い合わせ先
企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

○県立北薩病院　正面玄関
　期　間　11 月 11 日（土）～ 24 日（金）
○いきいきセンターくりの郷　町民ホール
　※資料パネルも展示
　期　間　11 月 19 日（日）～ 29 日（水）

パープルリボン設置

期　日　11 月 10 日（金）
場　所　伊佐農林高等学校
　　　　文化祭会場

暴力防止関連本コーナー設置

デートＤＶ資料展

期　間　11 月 12 日（日）
　　　　　  ～ 25 日（土）
場　所　大口・菱刈図書館

女性のための法律 110 番
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　市が使用していた公用車を売却します。入札参加希望者は、
次の事項に注意して一般競争入札に参加してください。公用車を売却します

入札参加申込書の受付
　①受付期間
　　11 月１日（水）～ 15 日（水）
　　※土日、祝日を除く。
　②配布場所
　　会計課（大口庁舎１階）
　③提出方法
　　郵送または持参
開札日時
　11 月 22 日（水）10 時
売買代金の納入
　市が発行する納入通知書により
契約時に全額納入

そ の 他　入札物品の引き渡し方法は現状渡しとし、引き渡し後の不調や故障についての保障はしま
　　　　　せん。また、引き渡しに関する経費は落札者の負担とします。
　詳しくは市ホームページ掲載の売却案内書をご覧いただくか、お問い合わせください。

物品番号 物品４ 物品５ 物品６ 物品７ 物品８
車　名 トヨタ ホンダ スズキ スズキ ホンダ
形　式 E － EE104G R － EY7 GD － HA12V E － HA11S V － HH4

種別・用途 小型乗用 小型貨物 軽貨物 軽乗用 軽貨物
車体形状 ステーションワゴン バン バン 箱形 バン

初年度登録年月 平成９年５月 平成 10 年１月 平成 12 年－月 平成８年ー月 平成８年ー月
車検満了日 平成 30 年 5 月 15 日 平成 30 年２月 14 日 平成 30 年 10 月 30 日 平成 29 年 12 月３日 平成 30 年２月８日

走行距離（km） 200,676 194,649 102,182 146,542 223,366
総排気量（Ｌ） 1.49 1.49 0.65 0.65 0.65

燃　料 ガソリン ガソリン ガソリン ガソリン ガソリン
車体色 白 紺 白 シルバー 白
変速機 ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＭＴ

最低売却価格 2,000 円 2,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円
備　考 ※預託金（ﾌﾛﾝ類）未納 オイル消費有り

物品番号 物品１ 物品２ 物品３
車　名 トヨタ トヨタ トヨタ
形　式 E － RZJ95W UB － NCP55V GG － ET196V

種別・用途 普通乗用 小型貨物 小型貨物
車体形状 ステーションワゴン バン バン

初年度登録年月 平成 10 年６月 平成 14 年７月 平成 11 年６月
車検満了日 平成 29 年 6 月 9 日 平成 29 年 7 月 30 日 平成 29 年 9 月 13 日

走行距離（km） 251,858 206,819 232,702
総排気量（Ｌ） 2.69 1.49 1.49

燃　料 ガソリン ガソリン ガソリン
車体色 紺 シルバー 白
変速機 ＡＴ ＡＴ ＡＴ

最低売却価格 50,000 円 10,000 円 2,000 円
備　考 ４ＷＤ ４ＷＤ ※預託金（ﾌﾛﾝ類）未納

提出・問い合わせ先　会計課管理係　☎㉓１３１１

※最低売却価格は消費税込み。

　羽月校区コミュニティ協議会は、青少年体験活動などで活用
する移動式ピザ窯を購入しました。この助成金は、一般財団法
人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、地域
コミュニティ活動の充実・強化を図るため、さまざまな活動に
対して交付されています。

宝くじ助成金で
移動式ピザ窯を購入

宝くじ助成金で移動式ピザ窯を購入しました！ 

 

羽月校区コミュニティ協議会は、青少年体験活動な

どで活用できる移動式ピザ窯を購入しました。この助

成金は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社

会貢献広報事業として地域コミュニティ活動の充

実・強化を図ることを目的にさまざまな活動に対して

交付されています。 

 

 

 

 

ここにピザ窯の写真 
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ISA City Topics

ISA City Topics

　９月、市内の各自治会やコミュニティ協議会ごとに
敬老会が開催されました。
　余興では趣向を凝らした歌や踊りが披露され、ゲー
ムなどで大いに盛り上がっていました。これからも、
どうぞ元気にお過ごしください。

いつまでもお元気で

　10 月 7 日、大口建設業協同組合が重留多目的広場（ナフコ菱刈
店東側）で「土木フェスタ・花公園コスモス祭り」を初開催しました。
　会場では建設機械の展示・試乗のほか、高所作業車でのコスモス
畑眺望や来場者へ金山ネギを使用したピザ「ピゼッタ」・新米おに
ぎり・豚汁がふるまわれました。
　来場者はコスモス畑を散策したり、食や機械体験を楽しみ、秋の
おだやかな時間を過ごしていました。

コスモス畑で初開催イベント

伊佐市の高齢者
伊佐市の総人口　　　 26,670 人
75 歳以上の人口　　　  6,192 人
総人口に占める割合　    23.22 ％
100 歳以上の人　　　　　 33 人
　　  （男性：５人　女性：28 人）
市最高齢者（女性）　　     106 歳
　　  （平成 29 年 10 月１日現在）
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ま ち
の 話 題

　伊佐市とまちづくり協定を結んでいる「鹿
児島レブナイズ」の公式戦が 10 月７日に湧
水町で行われ、隈元市長から伊佐米が贈呈
されました（提供：興農産業㈱・ＪＡ北さ
つま・エコファーム永池・㈾神薗商店・㈱
Farm-K・㈱やまびこの郷・小北農場）。

　地方自治法施行 70 周年を記念して、長年
監査事務に精励し、地方自治の発展に貢献さ
れた功績が認められ、岩本松雄さん（大田）
が表彰されました。

レブナイズ公式戦で伊佐米贈呈

監査委員功労者総務大臣表彰

　９月 27 日、山野小学校にて県内小学校で
初めての生け花教室が行われました（表紙）。
　子ども達の豊かな想像（創造）力や思考力、
コミュニケーション能力を養うこと等を目的
とし、４～６年生が参加。池坊華道会学校教
育課の課長・徳持拓也氏が生け花についての
説明や作品完成後のアドバイスを行いました。
　児童たちは花の見せ方について時々考え込
みながらも、楽しげに生けていました。

　市と㈲竪山自動車は 16 日、「災害時にお
ける車両の移動等の協力に関する協定」を結
び、竪山文雄代表取締役と隈元市長が調印し
ました。
　これは災害発生時などに車両が市道等の公
共施設に停車し、交通の妨げになった場合、
車両の撤去等を行うものです。
　締結式終了後、伊佐市文化会館の北側駐車
場でハイブリット車が水没した際の処置やト
ラックのけん引などが実演されました。

県内初の取組み　生け花教室

㈲竪山自動車と協定締結

　9 月 30 日、隊友会伊佐支部の皆さんによる自衛
隊機と公園清掃活動が行われました。 

　これは、多くの市民が集う市民体育祭前に毎年行っている活動で、当日は草刈機や動力噴霧器、熊
手などを使って作業されました。ありがとうございました。

ボランティアで清掃活動
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ISA City Topics

　伊佐湧水消防組合と㈱エンルートラボは
9 月 21 日、「消防ドローン・AI（人工知能）
の利活用にむけた連携と協力に関する協定」
を結び、伊豆智幸代表取締役と伊佐湧水消防
組合管理者である隈元市長が調印しました。
　これは住民の安心安全の向上や災害発生時
の迅速な対応、消防活動の危険性排除を実現
するため、消防ドローン・AI 等の実用化に
向けた連携と協力を行うものです。
　協定締結に伴い、㈱エンルートラボからカ
メラ・AI 搭載の無人航空機と無人車両が寄
贈されました。

㈱エンルートラボと協定締結

　10 月 13 日、伊佐農林高校の生活情報科の生徒た
ちが布計小学校跡地で一日限定のカフェを開きました。
　メニューはコーヒー・紅茶・お茶の３種類で、高校
で育てている鶏のゆで卵と一緒に提供されました。
　今回が初の試みとなる「農林カフェ」は過疎地域を
活性化しようと計画され、生徒が仕入れた食品販売の
ほか、たこ焼きやピザ、野菜等の出店もあり、布計地
区や他の地域から訪れた皆さんで賑わっていました。

小学校跡地で安らぐひととき

うそ電話詐欺
被害防止で感謝状

　10 月８日、秋晴れのスポーツ日和のなか、伊佐市
陸上競技場で伊佐市民体育祭が開催されました。
　各校区から選ばれた選手たちは、18 種目の競技で
熱戦を繰り広げ、合併後６連
覇の羽月校区をおさえて大口
東校区が初優勝を果たしまし
た。成績は、次のとおりです。
　総合優勝　大口東校区
　準優勝　　羽月校区　　
　第３位　　菱刈校区

伊佐市民体育祭

　鹿児島信用金庫大口支店窓口において、う
そ電話詐欺に遭おうとしている客を察知し被
害を未然に防いだとして、伊佐警察署長から
感謝状が贈られました。
　＜写真左から＞
　柴田佳織さん（大島北）
　福元真伊花さん（薬師）
　菅原光一さん（重留東）
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
㉓
１
３
１
１

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
、
同
居
人

に
よ
る
虐
待
を
保
護
者
が
放
置

す
る　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
や

拒
否
的
な
態
度
を
と
る
、
き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）　

な
ど

　

平
成
28
年
度
、
全
国
の
児
童

相
談
所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し

て
対
応
し
た
件
数
は
速
報
値
で

１
２
２
、５
７
８
件
。
平
成
２

年
度
の
集
計
開
始
以
来
、
増
加

を
続
け
て
お
り
、
過
去
最
高
を

更
新
し
ま
し
た
。

児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
保
護

者
が
子
ど
も
に
対
し
、
次
の
行

為
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す

（
こ
れ
ら
の
行
為
は
保
護
者
の

意
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

の
視
点
で
判
断
し
ま
す
）。

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す　

な

ど性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

　

虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

虐
待
か
も
?!
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
＆
地
域
で
の
支
援

○
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内

　

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
連
絡
し
た
情
報
が
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
連
絡
者
が
罰
せ
ら

　

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育

　

て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

　

ま
す
。

◆伊佐市トータルサポートセンター
　☎㉙５５１１  （平日９時～ 17 時 15 分）
◆こども課
　☎㉓１３１１（市役所代表・随時対応）
◆鹿児島県中央児童相談所
　☎０９９・２６４・３００３（24 時間）
◆児童相談所全国共通ダイヤル
　１８９番（24 時間）
　※お近くの児童相談所につながります。

連絡・相談窓口

子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか？
子どもについて

保護者について

 ・いつも子どもの泣き叫ぶ声や
　保護者の怒鳴り声がする
 ・不自然な傷や打撲のあとがある
 ・衣類やからだがいつもよごれている
 ・落ち着きなく乱暴である
 ・表情が乏しい、活気がない

 ・地域などと交流が少なく孤立している
 ・小さい子どもを家においたまま外出している
 ・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
 ・子どものけがについて不自然な説明をする

児童虐待は
社会全体で解決すべき問題です
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目
煮
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南三陸だより
Vol. 67

　

　

レ シ ピ

落花生の五目煮

〈作り方〉　
①落花生は一晩水につけ、茹でる。
②こんにゃく・にんじん・油揚げは小さめの 
　短冊に切り、ごぼうはささがきにして水に
　さらしておく。
③きくらげは熱湯をかけて、にんじん位の大
　きさに切る。
④鍋に①～③・だし汁を入れて煮、途中でＡ
　を加え煮込む。

生
Vol.85

「煮豆の定番おかず」

〈材　料〉（４人分）
落花生　　100g
こんにゃく　1/4 丁
にんじん　50g
ごぼう　　40g
きくらげ　3g
油揚げ　　10g　 　　　だし汁　1/3 カップ

砂糖　　大さじ１と 1/2
薄口醤油　大さじ１
酒　　　大さじ１
みりん　大さじ 1/3

　

９
月
30
日
、
伊
佐
市

女
性
消
防
団
が
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
『
第

23
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
（
秋
田
県
・
こ

ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
）』に
、

兵
庫
県
か
ら
の
派
遣
職

員
と
地
元
南
三
陸
の
職

員
を
連
れ
て
応
援
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
か
ら
雨
が
降
り
、

開
会
式
を
迎
え
る
頃
に
は
雷
を

伴
っ
た
大
雨
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
普
段
着
で
傘
を
差
し
、

冷
た
い
だ
の
靴
が
濡
れ
た
だ
の

と
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
女

性
団
員
の
皆
さ
ん
は
雨
の
中
開

会
式
を
終
え
、
各
自
自
分
た
ち

の
出
番
に
備
え
走
り
回
っ
て
い

ま
し
た
。
雨
が
小
降
り
に
な
り
、

や
っ
と
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

女
性
団
員
の
競
技
を
初
め
て
見

て
、
心
か
ら
〝
カ
ッ
コ
イ
イ
〟

と
思
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
入
賞
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
失
敗
を
し
て
悔

み
泣
い
て
い
る
団
員
が
い
た
り
、

そ
れ
を
慰
め
る
団
員
が
い
た
り

で
、
本
当
に
お
互
い
が
お
互
い

を
支
え
あ
い
、
素
晴
ら
し
い

チ
ー
ム
で
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
を
削
り
、
暑
い
日
の

練
習
も
乗
り
越
え
、
先
輩
が
後

輩
を
支
え
、
後
輩
の
頑
張
り
を

見
て
先
輩
が
感
化
さ
れ
る
。
ま

さ
に
切
磋
琢
磨
し
て
勝
ち
取
っ

た
全
国
の
舞
台
。
そ
の
ひ
た
む

き
な
努
力
は
、
間
近
で
見
た
私

た
ち
に
感
動
と
な
っ
て
伝
わ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
自
分
の
町
は
出

場
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

応
援
に
来
て
い
る
東
北
各
地
の

団
員
の
姿
も
あ
り
、
こ
れ
が
共

助
の
精
神
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
（
柏
木
聡
司
）

Ａ

　
　

　 　
車で3時間

　
　

　　
感動

　
　

　あ
りがとう
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　小学６年生の悠介は、
３年前に北京で知り合っ
たミンミンという中国人
女性が日本にくることを
知る。まっすぐな性格の
ミンミンに振り回される
悠介だったが…。国境を
越えた２人の絆をやさし
く描く。
　所蔵館：両館

　西南戦争で西郷隆盛
の首を発見した陸軍軍
人・千田文次郎と、大
久保利通を暗殺した島
田一郎。異なる道を歩
んだ元加賀藩士２人の
友情と生き様から「維
新」と「武士の世の終
わり」を描く。
　所蔵館：両館

西郷の首　伊東潤

（出版：偕成社）

一  般

（出版：KADOKAWA）

まっすぐな地平線　森島いずみ

【　児　童　】 所蔵館
やもじろうとはりきち 降矢なな 両館
発明家になった女の子マッティ エミリー・アーノルド・マッカリー 両館

【　一　般　】 所蔵館
愛のかたち 岸惠子 両館
踊る星座 青山七恵 両館

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　11 月 14 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
大人のためのおはなし会（大人向けメルヘンひろば） 
日　時　11 月 25 日（土） 10:00 ～ 10:40 
場　所　大口ふれあいセンター１階和室 
内　容　図書館ボランティアによる大人向けおはなし会

ふれあいメルヘンひろば
日　時　11 月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティアによる大型絵本や紙芝居の読み聞かせ

【大口図書館古本市】
期　間　11 月 10 日（金）～ 17 日（金）
場　所　大口ふれあいセンター１階

※ 10 月 15 日号 4 ページでは 18 日と掲載しましたが変更になりました。

○

【11 月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

本の福袋

読書週間限定　11 月９日まで

【図書館へ献本】
岡田　哲也さん　（出水市）
末冨　小楯さん　（神奈川県）
泊　善三郎さん　（埼玉県）

○
○
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
で
す
。

介
護
関
係
者
へ
の
支
援
や
地
域
社
会
に

お
け
る
支
え
合
い
・
交
流
を
促
進
し
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
介
護
に
関
し

て
啓
発
し
ま
す
。
ま
た
、
４
日
～
17
日

は
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定

着
を
図
る
「
福
祉
人
材
確
保
重
点
実
施

期
間
」
で
す
。

「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て
活

動
し
ま
す
」

　

10
月
か
ら
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
を

支
え
る
に
は
介
護
予
防
や
生
活
支
援
等

が
必
要
で
す
。
市
と
協
働
し
て
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え
る
た

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

「
11
月 

11
日
、
毎
日
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
」

い　

い　

日

い　

い　

日

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
大
腸
が
ん
検
診
、
健
康
相
談
、

　

元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

め
の
支
援
体
制
づ
く
り
、
認
知
症
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て
お
受
け
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
認
知
症
に

関
す
る
ご
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

認知症について理解を
深め、皆で支え合える
地域づくりに取り組ん
でいきます。

添
田
一
二
美
さ
ん
（
大
口
地
域
担
当
）

認知症の人や家族の相
談に応じて必要な医療、
介護サービスの利用を
サポートします。

寺
床
小
百
合
さ
ん
（
菱
刈
地
域
担
当
）

狩
猟
期
間
中
の
事
故
防
止

狩
猟
期
間

▽
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

　

11
月
１
日
（
水
）
～
平
成
30
年
３
月

　

15
日
（
木
）

▽
そ
れ
以
外
の
狩
猟
鳥
獣

　

11
月
15
日
（
水
）
～
平
成
30
年
２
月

　

15
日
（
木
）

　

県
で
は
、
昨
年
度
の
狩
猟
期
に
誤
射

に
よ
る
人
身
事
故
や
違
反
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
全
国
で
は
、
死
亡
事
故
２
件

を
含
む
10
件
の
人
身
事
故
が
発
生
）。

　

狩
猟
期
を
安
全
で
楽
し
く
過
ご
す
た

め
に
次
の
こ
と
を
守
り
、
狩
猟
事
故
や

違
反
、
猟
銃
等
の
盗
難
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

猟
場
に
お
け
る
狩
猟
事
故
防
止
の
基
本

◉
矢
先
の
確
認

◉
獲
物
の
確
認

◉
脱
包
の
励
行
（
暴
発
防
止
）

銃
砲
の
保
管
管
理
の
徹
底

○
銃
は
常
に
自
分
の
管
理
下
に
置
く

・
基
準
に
合
っ
た
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
入

　

れ
、
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
。

　

鍵
は
、
必
ず
自
分
で
管
理
す
る
。

・
分
解
可
能
な
銃
は
、
必
ず
分
解
し
て

　

保
管
す
る
。

・
銃
を
銃
置
き
場
等
に
置
い
た
時
は
、

　

必
ず
自
分
で
監
視
す
る
。

○
車
内
に
銃
を
放
置
し
な
い

・
特
に
裸
銃
の
ま
ま
、
ま
た
は
弾
を
装

　

填
し
た
ま
ま
放
置
し
な
い
。

○
狩
猟
後
は
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
し
、
帰
宅

　

後
、
直
ち
に
銃
を
ガ
ン
ロ
ツ
カ
ー
に

　

保
管

○
飲
酒
後
は
銃
の
手
入
れ
、
調
整
等
を

　

絶
対
に
し
な
い

○
銃
と
弾
（
実
包
・
空
包
ま
た
は
金
属

　

性
弾
丸
）
は
別
々
に
保
管

・
施
錠
設
備
の
あ
る
専
用
保
管
庫
に
保

　

管
し
、
鍵
は
自
分
で
管
理
す
る
。

・
弾
の
出
し
入
れ
の
際
は
、
そ
の
都
度
、

　

確
実
に
帳
簿
に
記
載
す
る
。

　

銃
の
危
険
性
を
十
分
に
確
認
し
、
猟

銃
事
故
の
防
止
を
社
会
的
責
任
と
自
覚

し
て
、
銃
の
取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
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日　
　

時　

11
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
10
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内　
　

容

○
講
話
「
精
神
疾
患
と
精
神
障
害
者
の
対
応

　

に
つ
い
て
（
仮
題
）」

心
の
病
気
を
持
つ
人
の
家
族
と
支
援

者
の
た
め
の
教
室

お
知
ら
せ

　

講
師
：
山
畑
良
蔵
氏
（
県
立
姶
良
病
院
院

　
　
　
　

長
）

○
家
族
交
流
会

　

講
師
：
山
畑
良
蔵
氏
（
県
立
姶
良
病
院
院

　
　
　
　

長
）・
稲
田
耕
司
氏
（
み
ち
づ
れ

　
　
　
　

会
会
長
）　　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

11
月
13
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
片
野
坂
）

☎
㉓
５
１
０
３

広告

コ
ス
モ
ス
の
種
を
無
料
で
採
取
で
き

ま
す

場　
　

所

　

重
留
多
目
的
広
場（
ナ
フ
コ
菱
刈
店
東
側
）

の
一
部
（
野
球
場
北
側
）

期　
　

間　

11
月
12
日
（
日
）
頃
ま
で

※
ど
な
た
で
も
採
取
で
き
ま
す
が
、
販
売
目

　

的
や
大
量
採
取
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
第
２
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　
「
紙
す
き
」
を
体
験
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
年

賀
状
を
作
ろ
う
。
食
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。

日　
　

時　

11
月
12
日
（
日
）
10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～

場　
　

所　

ｅ—
Ga
な
ん
ち
ゅ
う
（
旧
大
口

　
　
　
　
　

南
中
学
校
）

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定　
　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料　
　

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　

9
時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
10
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

11
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

調
停
手
続
相
談
会
（
無
料
）

日　
　

時　

11
月
19
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場　
　

所　

栗
野
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
（
湧
水
町
米
永
４
３
３
―
１
）

相
談
内
容　

調
停
手
続
き
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

大
口
調
停
協
会　
　
　
　
　

☎
�
０
５
９
０

　

　

県
最
低
賃
金　

７
３
７
円
（
時
間
額
）

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
、

賃
金
が
最
低
賃
金
以
上
で
あ
る
か
、
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
９
・
２
２
３
・
８
２
７
８

使
用
者
も
労
働
者
も

平
成
29
年
10
月
１
日
改
正

鹿
児
島
県
最
低
賃
金

　

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

①
建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
業
を
営
む
事
業
主
の

方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
退
職
し
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込
手

続
き
は
簡
単
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
人

対
象
者　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛　
　

金　

日
額
３
１
０
円

勤
労
者
退
職
金
共
済
制
度

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
林
退
共
制
度
の
退
職
金
請
求

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
、
当
時
、

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
ま

た
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人
で
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
覚
え
が
な
い
人

は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
最
寄
の
支
部
ま
た

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

①
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
６
６

②
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７
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伊佐市からのお知らせ

広告

日　
　

時　

11
月
20
日
（
月
）
10
時
～
15
時

場　
　

所　

姶
良
公
民
館
２
階
会
議
室

　
　
　
　
　
（
姶
良
市
西
餅
田
５
８
９
）

相
談
内
容

　

宅
地
・
建
物
の
取
引
、
税
金
、
相
続
・
贈

与
、
登
記
に
関
す
る
こ
と
な
ど

相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
土
木
部
建
築
課
管
理
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
７
０
７

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

不法投棄防止強化月間

○ 県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と

定めています。

○ 期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。

○ 不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけ

たらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

○ 産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局、保健福祉環境部または県庁廃棄物・

リサイクル対策課 ☎０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ）

e-mail:sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp までご連絡ください。

※不法投棄防止強化月間

西郷さんマーク

１１月は不法投棄防止強化月間です

　

大
口
保
健
所
で
は
、「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ

ボ
ン
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
検
査
結
果
が
そ

の
日
の
う
ち
に
わ
か
る
即
日
（
迅
速
）
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、

受
診
や
検
査
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

日　
　

時　

12
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

受
付
17
時
～
19
時

場　
　

所　

大
口
保
健
所

申
込
方
法　

11
月
30
日
（
木
）
17
時
ま
で
に

　
　
　
　
　

お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係　
　
　

☎
㉓
５
１
０
３

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

日　
　

時　

12
月
２
日
（
土
）
10
時
～
16
時

場　
　

所　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

　

土
地
建
物
・
会
社
の
登
記
に
関
す
る
事
項
、

遺
言
書
、
成
年
後
見
手
続
き
、
裁
判
手
続
や

裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の
相
談
な
ど

　

受
付
は
予
約
優
先
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部

☎
０
９
９
５
・
７
３
・
５
７
４
３

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部
に

よ
る
無
料
相
談
会

　県では、産業廃
棄物の不法投棄等
の根絶を図るため、
毎年 11 月を「不法
投棄防止強化月間」
と定めています。
　期間中は、不法
投棄防止の啓発活
動やパトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。一人ひとりが、

「不法投棄をしない。させない。見つけたらす
ぐ電話を」という意識を持ち、住みよい地域を
つくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見したら、ご連絡
ください。
連絡・問い合わせ先
県庁廃棄物・リサイクル対策課

　　☎０９９・２８６・３８１０
sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp 

ご
存
じ
で
す
か「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
～
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。

　

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る

税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）
と
役

割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
で
、
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

で
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
２
１
６
１

「
働
き
た
い
」
を
支
援
し
ま
す

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
若
者

の
就
職
・
再
就
職
を
丁
寧
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
出
張
相
談
も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容

　

個
別
面
談
、
職
場
体
験
、
学
校
中
退
者
相

談
、
保
護
者
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

対　
　

象　

概
ね
15
歳
～
39
歳
の
人
と
家
族

相
談
場
所

　

霧
島
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

霧
島
市
国
分
中
央
１
丁
目
３—

９
馬
場
ビ

ル
１
階

開
所
時
間　

平
日
９
時
～
17
時

相
談
料　

無
料

出
張
相
談　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口（
予
約
制
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

霧
島
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
９
５
・
７
３
・
７
８
６
６
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日　
　

時　

11
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付
17
時
30
分
～

　
　
　
　
　

開
会
式
17
時
45
分
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
18
時
～

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

1
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

日　
　

時　

11
月
25
日
（
土
）
10
時
～
15
時

場　
　

所　

鹿
児
島
県
北
埠
頭
旅
客
タ
ー
ミ

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

か
ご
し
ま
移
住
者
の
つ
ど
い

広告

募　
　

集

①
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
事
務
処
理
に
必

要
な
情
報
処
理
、
管
理
及
び
活
用
の
た
め
の

実
践
的
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

②
介
護
・
福
祉
科
（
実
務
者
研
修
）

　

介
護
職
に
必
要
な
幅
広
い
知
識
や
技
術
の

習
得
に
加
え
、
介
護
過
程
の
展
開
、
認
知
症
、

医
療
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対　
　

象

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
込
み
を
し
て
い

る
人
（
選
考
試
験
が
あ
り
ま
す
）

訓
練
期
間

①
平
成
30
年
1
月
11
日
～
4
月
10
日

職
業
訓
練
生
募
集

②
平
成
30
年
1
月
19
日
～
7
月
18
日

場　
　

所

①
霧
島
市
国
分
敷
根
１
７
２—

１
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ

　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
国
分
教
室
）

②
霧
島
市
国
分
中
央
３
―
４
４
―
３
６
（
霧

　

島
市
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
）

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口
で
職
業
相

　
　
　
　
　

談
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

①
10
月
27
日
（
金
）
～
12
月
8
日
（
金
）

②
11
月
6
日
（
月
）
～
12
月
15
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口　
　
　

☎
�
８
６
０
９

　
　
　
　
　

ナ
ル
２
・
３
階

内　
　

容

○
移
住
者
及
び
移
住
者
組
織
に
よ
る
「
暮
ら

　

し
＆
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」

○
自
慢
の
特
産
・
名
産
品
を
持
ち
寄
っ
た
試

　

食
会
（
一
人
一
品
持
参
）

○
生
産
物
等
展
示
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
個

　

別
相
談
（
希
望
者
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
17
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
企
業
家
交
流
協
会

☎
０
９
９
・
２
１
６
・
２
０
５
０

オリオン座 馬頭星雲
（撮影：左近充円）

★ 星空コンサート
時　間　16 時 30 分～ 18 時
会　場　南永小学校体育館
出　演　大口明光学園合唱部・吹奏楽部・演劇部、　
　　　　田中小学校５・６年生、南永小学校児童
※変更になる場合があります。

★ 星空観察会
時　間　18 時 15 分～ 19 時 30 分（予定）
会　場　南永小学校天体観察ドーム
解　説　左近充円氏（日本宇宙少年団伊佐フォーマル
　　　　ハウト分団長）
※天候によっては中止する場合があります。
※入場無料、どなたでもご覧いただけます。
※駐車場は校庭をご利用ください。

問い合わせ先　南永小学校　☎㉖３９８０

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
持

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
17
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

　南永小学校
星空コンサート＆星空観察会

11 月 19 日 日
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伊佐市からのお知らせ

　

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
が
行
う
砂
防

工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
け
入
れ
る
候
補
地

を
公
募
し
ま
す
。

工
事
箇
所　

渓
流
名　

牛
尾
川（
大
口
牛
尾
）

対　
　

象　

法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

公
募
期
間　

11
月
1
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

申
込
方
法

　

県
建
設
部
伊
佐
市
駐
在
（
県
伊
佐
庁
舎
）

に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
け
入
れ
は
無
償

②
受
入
土
量
は
原
則
と
し
て
１
、
０
０
０
㎥

　

以
上

③
法
令
上
の
問
題
（
農
地
法
・
林
地
法
等
の

砂
防
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
け
入
れ
候
補
地
の
公
募

　

許
可
の
取
得
）

　

※
土
砂
の
搬
入
に
よ
り
、
農
地
の
用
途
が

　
　

変
わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に

　
　

届
け
出
が
必
要

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク（
10
ｔ
車
）

　

で
の
搬
入
が
可
能

⑤
建
設
発
生
土
の
土
質
的
条
件
は

　

指
定
で
き
な
い

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
の
み
（
県
で
整
地
転

　

圧
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

※
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
、
事
業
の
効
率
性
等

を
検
討
し
て
選
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市

駐
在
（
県
伊
佐
庁
舎
）　　

☎
㉓
５
１
６
４

　

変更期日　11月１日（水）

変更時刻　18 時を 17 時に

　緊急非常サイレンとお間違い
のないようご注意ください。

時報サイレン
吹き鳴らし時刻の変更

　

平
成
30
年
度
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

科　
　

名

　

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
建
築
設

計
科
、
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総
合
実
務
科

訓
練
期
間　

１
年
間

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
２
年
間

募
集
期
間　

11
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）

　

詳
し
く
は
当
校
か
ハ
ー
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口

（
☎
�
８
６
０
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

障
が
い
者
の
職
業
訓
練
生
募
集

日　
　

時　

11
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内　
　

容　

輪
投
げ
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
歌

参
加
料　

無
料

参
加
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

11
月
15
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

教
育
相
談
員
募
集

職
務
内
容

　

学
習
や
進
路
、
友
人

関
係
や
不
登
校
等
の
生

徒
指
導
上
の
心
の
悩
み

な
ど
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
の
相
談
等
に
応
じ

る
業
務

勤
務
日
数　

原
則
、
週
５
日

勤
務
時
間　

平
日
８
時
30
分
～
15
時

報　
　

酬　

月
額
１
６
０
、
０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
・
労
災
保
険
等

　

の
社
会
保
険
に
加
入
、
通
勤
手
当
支
給

勤
務
場
所　

市
内
中
学
校
等

雇
用
期
間　

平
成
29
年
12
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

※
更
新
あ
り

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格

　

教
員
免
許
取
得
者
ま
た
は
臨
床
心
理
士
の

資
格
を
有
す
る
人
等
（
過
去
に
教
育
相
談
業

務
経
験
者
は
可
）

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
11
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
、

学
校
教
育
課
（
菱
刈
庁
舎
２
階
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎
㉖
１
５
３
２

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３
・
７
４
１
・
５
４
３
１

治療実績
2017年8月10日現在

2,223名
※当施設での治療実績です

無料個別相談
お受けします！ 参加費無料
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（
９
月
1
日
～
９
月
29
日
受
付
分
）

有
満　

光み
つ
き希（
庄
一
郎
／
瓜
之
峰
第
１
住
宅
）

池
松　

優ゆ
う
な菜
（
優
／
上
目
丸
）

五
百
路　

幸こ
う
の
し
ん

之
心
（
将
貴
・
智
子
／
薬
師
）

川
畑　

こ
う
め
（
満
・
涼
子
／
元
町
実
業
）

川
畑　

こ
つ
ゆ
（
満
・
涼
子
／
元
町
実
業
）

川
村　

心る
か輝
（
昇
一
・
涼
／
緑
ヶ
丘
）

岸
良　

菜な
こ心
（
誠
・
の
ぞ
み
／
堂
山
）

久
保　

心こ
こ
は漣
（
良
太
・
千
翔
／
重
留
西
）

清
水　

マ
リ
ア
（
啓
示
・
千
春
子
／
牛
尾
）

下
笠　

碧あ
お
と翔
（
晃
史
・
佳
奈
江
／
高
校
西
）

髙
浪　

碧あ
お
い衣
（
雄
太
／
薬
師
）

中
山　

唯ゆ
あ愛
（
慶
一
郎
・
唯
／
永
尾
）

永
野　

蒼そ
う
た大
（
佳
・
友
佳
里
／
大
島
南
）

前
田　

真ま
な
と杜

（
俊
一
・
秋
子
／
荒
瀬
）

宮
ノ
原　

八は

な

こ
菜
子
（
大
・
美
菜
子
／
宮
人
）

吉
加
江　

柊と
う
り利
（
光
信
・
美
波
／
朝
日
町
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
９
月
４
日
～
９
月
28
日
受
付
分
）

大
口
地
区

有
島　

富
子　
　
　

86
（
水
ノ
手
）

北
園　

律
子　
　
　

65
（
上
青
木
東
）

國
玉　

昌
子　
　
　

92
（
里
町
）

下
口　

三
郎　
　
　

76
（
中
戸
切
）

下
須
崎　

秋
夫　
　

80
（
小
水
流
）

寺
内　

幸
治　
　
　

67
（
大
田
）

原
田
平　

宗
希
治　

86
（
高
校
裏
）

㠶
北　

正
行　
　
　

69
（
小
水
流
）

牧
野　

ト
ミ
子　
　

86
（
高
校
西
）

的
場　

利
夫　
　
　

82
（
東
元
町
）

宮
𦚰　

桂
子　
　
　

78
（
郡
山
）

山
野
地
区

内
田　

明
義　
　
　

96
（
平
原
）

宇
都　

ハ
ル
ヱ　
　

87
（
下
之
馬
場
）

立
尾　

ヨ
シ
子　
　

89
（
境
目
）

丸
田　

レ
イ　
　
　

96
（
小
川
内
）

丸
山　

郁
代　
　
　

91
（
小
木
原
下
）

屋
部　

澄
子　
　
　

91
（
向
江
）

羽
月
地
区

板
川　

良
樹　
　
　

85
（
田
代
）

鵜
狩　

正　
　
　
　

80
（
仲
町
）

久
保
田　

基
文　
　

69
（
大
島
北
）

武　

玉
枝　
　
　
　

85
（
萩
谷
）

帖
佐　

忠
志　
　
　

91
（
下
ノ
木
場
）

西　

登
代
子　
　
　

88
（
堂
崎
）

松
ケ
迫　

美
智　
　

86
（
園
田
）

西
太
良
地
区

有
村　

久
照　
　
　

90
（
田
原
）

土
屋　

繁　
　
　
　

88
（
諏
訪
）

長
瀨　

チ
ノ　
　
　

94
（
西
方
）

菱
刈
地
区

児
玉　

哲
郎　
　
　

82
（
上
市
山
）

酒
匂　

景
俊　
　
　

79
（
築
地
）

時
吉　

ミ
ヨ
カ　
　

81
（
共
進
）

福
留　

ヒ
デ　
　
　

103
（
新
町
）

政
木　

春
義　
　
　

83
（
平
沢
津
）

村
田　

弘
文　
　
　

82
（
停
車
場
）

山
神　

ヱ
ミ
子　
　

92
（
重
留
南
）

本
城
地
区

上
水
流　

タ
ミ
子　

95
（
町
舟
津
田
上
）

中
山　

靜
惠　
　
　

110
（
荒
田
上
）

二
宮　

ハ
ル
エ　
　

98
（
荒
田
下
）

福
岡　

正
豊　
　
　

89
（
荒
田
下
）

渡
邉　

キ
ミ
エ　
　

93
（
瓜
之
峰
）

市
外
住
民

梅
野　

絹　
　
　
　

85
（
福
岡
県
）

広告

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
10月活動

○針持小学校
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.215　

2017.11.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H29.10. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

秋
に
な
り
ま
し
た
ね
。
過
ご
し
や
す
く
て
、

お
い
し
い
伊
佐
の
実
り
の
季
節
、
私
の
好
き

な
季
節
で
す
。

今
年
の
新
米
は
、
先
日
行
わ
れ
た
「
土
木

フ
ェ
ス
タ
・
花
公
園
コ
ス
モ
ス
祭
り
」
の
ふ

る
ま
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
満
開
の
コ
ス

モ
ス
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
あ
た
た
か
い
豚
汁

と
一
緒
に
…
至
福
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
広
報
紙
が
女
性
消
防
団
の

話
題
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
悩
み
ま

し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

一
言
。

　

今
回
、
26
位
と
悔
し
い
結
果
で
し
た
が
、

全
国
大
会
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
で
学
ん

だ
こ
と
や
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
ご
縁
は
私

の
宝
物
で
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
思

い
返
す
と
涙
が
出
そ
う
な
ほ
ど
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
!!

総人口　26,670 人　  （－       30）
　男　　12,383 人　  （－       26）
　女　　14,287 人　  （－            4）
世帯数　13,633 世帯  （－       20）
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ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎㉙４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

12
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

（特産協会提供）

先
日
、
昼
過
ぎ
に
曽
木
の
滝
公
園
へ
行
く
と
、

ち
ょ
う
ど
ネ
コ
た
ち
の
お
昼
寝
タ
イ
ム
だ
っ
た
ら

し
く
、
東
屋
に
み
ん
な
で
集
ま
り
ス
ヤ
ス
ヤ
し
て

い
ま
し
た
。
人
慣
れ
し
て
い
る
の
か
近
づ
い
て
カ

メ
ラ
を
向
け
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
て
、
た
ま

に
伸
び
や
あ
く
び
を
す
る
の
が
た
ま
ら
な
く
可
愛

か
っ
た
の
で
、
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
連
写
し
て
か
ら

お
目
当
て
の
滝
を
見
物
に
。
結
局
、
滝
よ
り
も
ネ

コ
の
写
真
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

た
く
さ
ん
癒
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。　
　
　
　

（
山
野　

に
ゃ
ん
こ
ろ　

20
代
）

　

以
前
か
ら
愛
読
し
て
い
る
な
ご
み
に
、
勇
気
を

出
し
て
投
稿
し
ま
し
た
。
自
分
が
書
い
た
文
章
が

広
報
紙
で
紹
介
さ
れ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
抽
選
に
外
れ
て
し
ま
っ
た
の

か
…
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
（
笑
）、
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

投
稿
し
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

（
大
口　

フ
ァ
ン　

60
代
）

　

伊
佐
の
案
山
子
さ
ん
、
今
年
も
各
地
で
た
く
さ

ん
の
彼
岸
花
が
咲
き
誇
り
、
美
し
い
景
色
で
し
た

ね
。
来
年
の
開
花
も
楽
し
み
で
す
。

ジャム・マーマレード

　今年の豊作を願って真っ赤
な彼岸花が応援しているよう
でした。 
（羽月　伊佐の案山子　50 代）

伊佐農林高校の

（各１個）




